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「
科
学
の
甲
子
園
」
全
国
大
会
出
場

の
ほ
か
、
全
国
大
会
に
は
、
水
泳
、

将
棋
、
美
術
、
放
送
、
文
芸
部
が
、

東
海
・
近
畿
大
会
に
は
陸
上
、
テ
ニ

ス
、
山
岳
、
バ
ト
ン
、
卓
球
、
水
泳
、

将
棋
部
が
出
場
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

に
出
場
し
た
選
手
に
は
、
同
窓
会
か

ら
温
か
い
励
ま
し
の
お
言
葉
と
と
も

に
激
励
金
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

改
め
て
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
、
本
年
度
か
ら
５

年
間
、文
部
科
学
省
か
ら
Ｓ
Ｓ
Ｈ（
ス

ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
）
の
研
究
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
で
は
、
探
究
活
動

を
核
と
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
、
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
科
学
技

術
系
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る

教
育
活
動
の
中
で
、
主
体
的
・
多
面

的
な
学
び
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の

社
会
を
生
き
抜
い
て
い
く
た
め
に
必

要
な
力
を
育
み
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

最
後
に
、
四
高
同
窓
会
の
ま
す
ま

す
の
ご
発
展
を
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す

と
と
も
に
、
今
後
と
も
母
校
へ
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
益
々
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
あ
げ
ま

す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
本
校
の
教
育

活
動
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
30
年
４
月
に
和
田
校

長
の
後
任
と
し
て
着
任
い
た
し
ま
し

た
。
本
校
に
は
、
10
年
ぶ
り
に
再
び

勤
務
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
勉
学
、
部
活
動
、
学
校
行

事
等
、
す
べ
て
の
こ
と
に
全
力
で
取

り
組
む
生
徒
た
ち
と
と
も
に
、
四
高

の
よ
き
伝
統
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況
は
、
国
公
立

大
学
に
231
名
、
う
ち
国
立
難
関
10
大

学
に
は
83
名
、
医
学
部
医
学
科
に
は

13
名
が
合
格
し
ま
し
た
。
年
々
、
高

い
志
を
持
っ
て
難
関
大
学
へ
の
進
学

を
希
望
す
る
生
徒
が
増
加
し
て
い
ま

す
。

　

部
活
動
で
は
、
男
子
硬
式
テ
ニ
ス

部
が
、
57
年
ぶ
り
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
、Ｓ
Ｓ
Ｈ
科
学
部
・
生
物
部
が
、

　

学
年
と
し
て
は
幹
事
会
に
毎
年
何

度
か
は
集
ま
り
、
４
年
に
一
度
は
同

級
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
昨
年
の

８
月
に
は
初
の
試
み
と
し
て
『
一
群

同
級
会
』
と
銘
打
ち
、
四
日
市
南
高

校
と
同
日
に
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
２
次
会
で
は
、
中
学
校
別
の
テ

ー
ブ
ル
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
て
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

長
男
は
一
昨
年
に
大
学
院
を
修
了

し
、
今
は
大
阪
で
働
い
て
い
ま
す
。

高
校
時
代
は
と
て
も
良
い
友
人
に
恵

ま
れ
た
よ
う
で
す
。
私
同
様
、
息
の

永
い
お
付
き
合
い
が
続
け
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

う
な
も
の
で
、
朝
か
ら
教
室
へ
行
く

前
に
部
室
へ
行
き
、
放
課
後
も
部
室

か
ら
校
庭
を
横
断
し
て
駅
へ
向
か
っ

て
い
ま
し
た
。
中
学
時
代
に
吹
奏
楽

部
で
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
い
て
い
た

私
は
、
中
学
の
同
級
生
数
人
と
高
校

入
学
式
前
か
ら
練
習
に
入
れ
て
も
ら

い
、
４
月
の
新
入
生
歓
迎
会
で
は
す

で
に
先
輩
方
に
交
じ
っ
て
ス
テ
ー
ジ

で
歓
迎
演
奏
を
し
ま
し
た
。
教
室
よ

り
も
先
に
部
室
へ
通
っ
て
い
た
と
い

う
こ
と
で
す
。
コ
ン
ク
ー
ル
や
四
高

祭
、
歳
末
助
け
合
い
音
楽
会
、
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
に
向
け

て
仲
間
と
練
習
に
励
み
、
ス
テ
ー
ジ

で
演
奏
し
た
こ
と
は
今
で
も
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
の
春
、
長
男
の
入
学
式

の
た
め
久
し
ぶ
り
に
四
日
市
高
校
の

門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
３

年
間
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
関
係
で
幾
度
と
な

く
母
校
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
が
、
息
子
の
卒
業
と
同
時
に
そ
れ

も
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
は
母

校
を
訪
ね
る
こ
と
も
な
く
な
り
、
今

度
は
も
っ
ぱ
ら
校
庭
の
横
を
素
通
り

し
て
同
窓
会
館
へ
伺
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。一
昨
年
亡
く
な
っ
た
父
は
、

私
・
長
男
と
親
子
３
代
に
渡
っ
て
四

日
市
高
校
の
同
窓
で
あ
る
こ
と
を
大

変
喜
び
、
誇
ら
し
く
思
っ
て
お
り
ま

し
た
。

　

私
の
高
校
生
時
代
と
い
う
と
部
活

動
の
た
め
に
学
校
へ
通
っ
て
い
た
よ

そ
れ
は
昨
年
の
あ
る

日
の
こ
と
、
同
窓
会

館
の
電
話
を
取
る

と
、
福
島
市
に
あ
る

古
関
裕
而
記
念
館
の

学
芸
員
の
方
か
ら
の

問
い
合
わ
せ
で
あ
っ

た
。夏
の
甲
子
園
100
回
を
記
念
し
て
、

特
別
展
を
催
す
予
定
だ
が
、
古
関
裕

而
が
作
曲
し
た
校
歌
を
持
つ
歴
代
優

勝
校
の
当
時
の
写
真
を
展
示
す
る
予

定
と
の
こ
と
。
氏
は
多
く
の
校
歌
を

作
曲
し
て
い
る
が
、
夏
の
高
校
野
球

全
国
大
会
で
優
勝
し
て
い
る
の
は
わ

ず
か
に
二
校
の
み
で
、
四
日
市
高
校

が
そ
れ
に
該
当
す
る
そ
う
で
あ
る
。

「
地
球
を
め
ぐ
る
」
は
弘
田
龍
太
郎

作
曲
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
っ
て
い

る
と
、
本
校
の
場
合
は
応
援
歌
で
あ

る
と
い
う
。
▼
題
名
を
聞
い
て
、
我

が
不
明
を
恥
じ
る
と
と
も
に
懐
か
し

い
思
い
が
甦
っ
て
き
た
。
そ
う
、
言

う
ま
で
も
な
く
「
希
望
の
門
」
で
あ

る
。
丹
羽
文
雄
・
古
関
裕
而
と
い
う

往
年
の
名
士
の
コ
ン
ビ
に
よ
る
作
品

だ
。
写
真
の
ほ
う
は
同
窓
会
館
で
展

示
し
て
い
る
も
の
を
コ
ピ
ー
し
て
送

っ
て
差
し
上
げ
た
。
▼
こ
れ
で
一
件

落
着
か
と
思
っ
て
い
る
と
、
後
日
、

お
礼
の
電
話
が
あ
り
、
そ
の
つ
い
で

に
、
作
ら
れ
た
年
を
尋
ね
ら
れ
た
。

古
関
裕
而
の
作
品
は
生
涯
五
〇
〇
〇

曲
に
及
び
、
作
曲
年
が
不
明
の
も
の

も
あ
る
と
い
う
。
▼
気
安
く
引
き
受

け
た
も
の
の
、
こ
れ
が
苦
難
の
始
ま

り
で
あ
っ
た
。「
百
年
史
」、「
七
十

年
史
」、「
四
高
学
生
新
聞
」
等
々
、

い
ろ
い
ろ
な
史
料
を
調
べ
て
み
た

が
、
ど
こ
に
も
記
載
が
な
い
。
こ
う

な
っ
た
ら
、
こ
の
拙
文
で
会
員
諸
氏

に
問
い
か
け
る
し
か
な
い
と
半
ば
諦

め
て
い
た
。
▼
と
こ
ろ
が
、
原
稿
締

め
切
り
間
際
、
最
後
の
悪
あ
が
き
で

も
う
一
度
「
百
年
史
」
を
眺
め
て
い

る
と
、何
と
い
う
僥
倖
で
あ
ろ
う
か
、

後
ろ
の
回
想
録
に
書
い
て
あ
る
で
は

な
い
か
。
母
校
の
旧
師
、
伊
澤
宏
先

生
の
御
高
文
に
記
述
し
て
あ
っ
た
の

だ
。
い
わ
く
、
一
九
五
二
年
春
、
赴

任
し
た
ば
か
り
の
先
生
が
全
校
生
徒

に
披
露
し
た
そ
う
で
あ
る
。（
青
山
）

ご
挨
拶

学
校
長
　
松
岡
泰
之

　2019年度総会を下記の通り開催いたし
ます。会員の皆様におかれましては、お誘
い合わせの上、多数ご参加くださいますよ
うご案内申し上げます。

総会行事終了後、総合会館西隣り、四
日市商工会議所１階ホールにて祝賀会
を開催します（無料）。
ぜひ、ご参加を…。

○記念祝賀会

○総　会　議事・議案審議

○抽せん会　記念撮影

※講演につきましては一般に公開しておりま
す。お知り合いでご興味のあります方には
ご案内下さい。

　〈演題〉

「犬がいた季節
 －四高の花と犬をめぐる
　　　　　　　物語について－」

○記念講演
〈講師〉

伊 吹 有 喜 氏（四高61年度卒）

小説家

○日　時

13時30分受付/14時00分開会
2019年６月１日（土）

○場　所

四日市市総合会館８階　視聴覚室

2019年度
〈母校創立120周年記念総会〉

ご案内

親
子
三
代

同
窓
会
副
会
長
　
藤
原
和
彦

（
四
高
54
年
度
卒
）

《お問い合わせは同窓会館まで》
TEL・FAX　059-365-3631
Eメール　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp
http://www.pcs.ne.jp/~shiko/
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6
月
2
日（
土
）、四
日
市
商
工
会

議
所
に
於
い
て
平
成
30
年
度
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
は
70
名
、

西
脇
副
会
長
の
司
会
の
下
、
ま
ず
伊

藤
会
長
よ
り
出
席
者
に
日
頃
の
同
窓

会
活
動
へ
の
協
力
の
お
礼
と
今
後
の

さ
ら
な
る
協
力
の
要
請
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。
次
い
で
松
岡
校
長
か
ら
は

母
校
の
成
果
と
実
績
の
報
告
と
共

に
、
切
り
拓
く
意
思
を
持
つ
生
徒
の

育
成
に
尽
力
な
さ
る
旨
を
お
話
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
上
野
常
任
理
事
を
議
長
に

議
事
審
議
が
進
行
、
ま
た
青
山
副
会

長
か
ら
母
校
創
立
120
周
年
に
向
け
て

の
同
窓
会
記
念
行
事
の
提
案
が
あ

り
、
会
報
で
周
知
を
図
る
こ
と
が
決

議
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
四
高
56
年
度
卒
石
澤
龍
彦

氏
に
よ
る
記
念
講
演
を
拝
聴
、
記
念

撮
影
・
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
へ
と
進
行

し
ま
し
た
。

　

同
級
生
の
森
川
友
博
氏
の
ご
紹
介

に
よ
り
登
壇
さ
れ
た
石
澤
氏
は
、
国

交
省
中
部
運
輸
局
長
を
務
め
ら
れ
、

携
わ
っ
て
お
み
え
の
公
共
交
通
・
物

流
・
観
光
事
業
に
つ
い
て
「
最
近
の

交
通
・
観
光
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
」

と
銘
打
っ
て
の
講
演
を
展
開
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

観
光
関
係
の
取
組
と
し
て
推
進
し

て
い
る
昇
龍
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概

要
や
今
後
の
課
題
、
地
方
公
共
交
通

の
維
持
確
保
に
向
け
た
取
組
と
し
て

地
域
力
を
生
み
出
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
、
運
輸
業
の
人
材
確
保
に
向

け
た
取
組
と
し
て
今
後
の
展
開
計

画
、
そ
し
て
物
流
関
係
の
取
組
と
し

て
総
合
効
率
化
計
画
等
を
、
見
や
す

い
資
料
を
ご
準
備
の
上
お
話
し
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
明
日
の
日
本
を
支
え

る
べ
く
幅
広
い
視
野
の
下
、
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が

地
方
創
生
に
つ
な
が
る
の
だ
と
、
改

め
て
認
識
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

〇
第
1
号
議
案

　

平
成
29
年
度
事
業
報
告

〇
第
2
号
議
案

　

平
成
29
年
度
収
支
報
告

〇
第
3
号
議
案

　

平
成
30
年
度
事
業
計
画

〇
第
4
号
議
案

　

平
成
30
年
度
予
算

　

以
上
に
於
い
て
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

平
成
30
年
度

四
日
市
高
校
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
講
演

石
澤
龍
彦
氏
（
四
高
56
年
度
卒
）

「
最
近
の
交
通
・
観
光
行
政
の
取
組
に
つ
い
て
」
2018年６月２日
四日市商工会議所

記
念
講
演

議
　
　
事

四日市高校同窓会　平成29年度 収支決算書
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

一般財団法人四高会　平成29年度 収支決算書
（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

〔収入の部〕 単位：円
項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額

① 同 窓 会 収 入 8,238,600 8,144,000
入 会 金 全日制　1，800円×1，062人 1,911,600 1,944,000
同 窓 会 費 終身（20000） 310 6,200,000

10年（10000） 0
５年（5000） 1 5,000
３年（3000） 1 3,000
１年（1000） 119 119,000 6,327,000 6,200,000

② 雑 収 益 寄附金、利子 223,092 7,360
③ 前 期 繰 越 金 548,640 548,640

合　　　　計 9,010,332 8,700,000
〔支出の部〕 単位：円

項　　　目 細　　目 摘　　　　　　要 決　算　額 予　算　額
① 運 営 費 1,387,343 1,550,000

給 与 給料、手当 1,174,000 1,200,000
事 務 印刷、事務用品等 85,059 200,000
通 信 電話、郵便、インターネット関連費など 128,284 150,000

② 会 議 費 219,848 380,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 167,073 250,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 47,975 100,000
常 任 理 事 会 会議費 4,800 30,000

③ 事 業 費 1,927,370 2,000,000
会 報 会報印刷及び発送費 946,506 1,000,000
クラブ活動助成金 激励金・語学研修補助など 980,864 1,000,000

④ 四高会拠出金 （一財）四高会への寄付金 2,500,000 2,500,000
⑤ 積 立 金 2,200,000 2,200,000
⑥ 予 備 費 　 0 70,000

合　　　　計 8,234,561 8,700,000

科　　　目 摘　　　要 決算額 予算額
Ⅰ．収入の部
① 事　業　収　入 会館使用料 40,600 50,000
② 受取寄付金収入 同窓会より 2,500,000 2,500,000
③ 雑　　収　　入 受取利息等 6,866 803

合　　計 2,547,466 2,550,803
Ⅱ．支出の部
① 事業費・管理費支出 1,297,074 1,559,000
　　会議費支出 会議等 44,432 100,000
　　講演開催費支出 講演会 109,364 100,000
　　地元協力費支出 十四川の桜管理 50,000 50,000
　　消耗品費支出 コピー機、事務諸経費 149,769 200,000
　　光熱水料費支出 電気、水道、ガス 388,627 420,000
　　保険料支出 火災保険料 23,510 25,000
　　租税公課支出 県税、市税、固定資産税、源泉税等 425,601 450,000
　　清掃費支出 環境整備等 78,750 100,000
　　支払負担金支出 商工会議所 14,000 14,000
　　雑費支出 会館ポスト、ペンキ代等 13,021 100,000
② 投資活動支出 1,000,000 1,000,000
　　修繕引当資産取得支出 会館修繕目的 1,000,000 1,000,000
② 予備費支出 0 10,000

合　　計 2,297,074 2,569,000
Ⅲ．当年度収支差額 250,392 △18,197
Ⅳ．前年度繰越収支差額 425,197 425,197
Ⅴ．次年度繰越収支差額 675,589 407,000

次年度繰越収支差額 675,589

前年度末 1,700,000
今年度積立金 1,000,000
利子 145
今年度末 2,700,145

百五銀行富田駅前支店普通預金

修繕引当資産（百五銀行富田駅前支店定期預金）

単位：　円

単位：　円
百五銀行富田駅前支店普通預金 単位：円
平成29年度収入 9,010,332
平成29年度支出 8,234,561
次年度繰越金 775,771
平成29年度卒業生 同窓会費預り金 6,820,000
今年度末 7,595,771

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金） 単位：円
前　年　度　末 51,404,591
今年度積立金 2,200,000
利　　　　　子 4,102
今　年　度　末 53,608,693

単位：円

富中・四女・四高昭和49年度以前四高昭和50年度以降

講師　石澤氏

会長あいさつ総会参加のみなさん

受付風景
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野
龍
弘
、桂
山
菜
々
子
、北
谷
知
大
、

倉
田
瑛
一
朗
、
小
林
由
依
、
小
柳
友

希
、
近
藤
南
美
、
斎
藤
凌
矢
、
篠
原

七
海
、
鈴
木
陸
央
、
瀨
古
達
矢
、
玉

田
美
千
代
、玉
津
晴
香
、千
葉
速
樹
、

千
葉
穂
乃
花
、
中
島
大
賀
、
中
西
美

夕
、
中
野
響
、
橋
見
彩
絵
、
藤
田
泰

生
、
三
嶋
奈
々
、
水
谷
晴
香
、
村
山

拓
馬
、
森
悠
太
、
山
下
大
稀
、
山
下

ま
ど
か
、
山
本
敦
紀
、
吉
川
拓
樹
、

江
崎
有
美
香
、
大
山
拓
海
、
岡
元
愛

駆
、
片
山
緋
亜
之
、
金
川
知
界
良
、

金
山
隼
、
坂
口
大
祐
、
阪
下
夢
、
谷

口
輝
、
中
根
寛
大
、
林
奈
穂
、
峯
下

優
大
、
三
輪
響
子
、
森
要
、
山
川
綾

菜
、
井
澤
慎
太
朗
、
磯
田
正
覚
、
内

山
文
華
、
笠
井
有
咲
、
川
口
泰
史
、

北
谷
勇
樹
、
蔵
丸
颯
太
、
小
林
菜
津

美
、
塚
田
一
希
、
辻
航
大
、
中
谷
颯

太
、
中
根
有
紀
、
生
川
康
太
朗
、
難

波
太
南
、平
野
茉
佑
、藤
原
裕
美
子
、

古
田
桃
香
、堀
畑
実
希
、松
井
孝
大
、

水
谷
木
乃
花
、
山
路
湧
、

山
路
恭
三
、清
水
正
茂
、高
木
啓
衣
、

小
林
春
美

○
５
年
会
費
（
５
千
円
）　
　

２
名

○
３
年
会
費
（
３
千
円
）　
　

２
名

○
１
年
会
費
（
千
円
）　

１
１
７
名

（
平
成
31
年
２
月
現
在
）

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

子
、
田
中
大
智
、
田
中
楓
友
香
、
冨

倉
佑
奈
、冨
島
和
華
奈
、中
野
春
菜
、

中
村
梨
々
花
、西
尾
涼
、西
村
勇
哉
、

早
川
由
帆
、
堀
山
さ
く
ら
、
待
井
亜

美
、
松
岡
葉
月
、
宮
田
航
希
、
宮
田

侑
佳
、
村
上
雅
海
、
村
田
歩
美
、
山

田
清
加
、山
田
遼
佳
、山
本
明
日
香
、

山
本
鈴
奈
、吉
川
雄
大
、渡
辺
一
登
、

渡
部
真
由
、渡
部
沙
織
、青
木
拓
実
、

雨
澤
昂
輝
、
安
藤
嶺
央
、
石
田
匠
、

伊
藤
祥
馬
、伊
藤
生
龍
、稲
葉
郁
人
、

太
田
大
智
、
小
笠
原
樹
利
、
小
倉
優

月
、
亀
井
美
侑
、
苅
谷
翼
、
小
林
巧
、

小
山
正
太
郎
、
坂
井
悠
真
、
坂
本
翔

哉
、
佐
々
木
鉄
郞
、
笹
木
原
汐
里
、

嶋
田
舞
穂
、
舘
知
花
、
陳
健
安
、
辻

愛
菜
、
中
島
夢
歩
、
中
瀬
巧
大
、
長

橋
歩
夢
、
中
原
実
玖
、
難
波
美
羽
、

西
尾
茉
紘
、橋
本
晴
人
、服
部
佳
奈
、

前
田
基
希
、水
谷
大
輝
、南
川
隆
成
、

宮
嵜
結
太
、森
本
尚
貴
、山
川
晃
史
、

山
本
昂
輝
、
飯
島
遼
、
石
井
博
康
、

伊
藤
駿
、
伊
藤
匠
平
、
伊
藤
真
子
、

稲
垣
光
希
、今
岡
拓
海
、遠
藤
優
太
、

加
藤
沙
耶
佳
、
金
児
誠
也
、
川
口
凌

矢
、
河
村
し
ほ
り
、
菅
祐
太
朗
、
草

川
裕
哉
、
阪
部
遥
、
坂
本
直
央
、
崎

航
大
、
佐
藤
有
泰
、
篠
﨑
萌
、
杉
山

詩
門
、
鈴
木
海
玲
、
田
代
絢
子
、
千

葉
友
貴
、
西
川
遼
、
野
口
大
斗
、
橋

見
拓
人
、橋
本
侑
磨
、長
谷
川
史
歩
、

早
川
宝
花
、
林
佑
香
、
林
龍
我
、
前

川
拓
也
、
松
永
卓
也
、
松
本
茉
紘
、

水
野
海
斗
、
森
晶
子
、
藪
内
遼
太
、

山
中
佑
亮
、吉
田
竣
亮
、渡
邊
通
菜
、

石
井
晶
、
市
川
知
幸
、
市
川
奈
幸
、

伊
藤
憲
亮
、伊
藤
丈
博
、伊
藤
隆
太
、

稲
富
航
、
太
田
有
和
、
大
月
英
滋
、

岡
﨑
将
也
、小
川
栞
奈
、奥
山
陽
斗
、

小
野
崎
ひ
な
、
葛
山
圭
悟
、
川
島
聡

太
、
黒
田
裕
巳
、
小
山
桜
花
、
真
田

涼
、
澤
井
啓
輔
、
関
山
晃
生
、
園
田

藍
子
、
田
中
聖
香
、
谷
口
友
隆
、
豊

田
あ
み
、中
嶋
み
の
り
、中
山
夏
帆
、

丹
羽
玲
奈
、
長
谷
川
智
哉
、
服
部
莉

子
、
樋
口
雄
大
、
広
瀬
創
一
朗
、
深

見
莉
子
、
福
田
駿
、
福
田
真
也
、
堀

口
佳
吾
、
森
翔
太
郎
、
安
田
飛
翔
、

山
縣
勇
希
、荒
木
星
団
、飯
田
幹
大
、

一
ノ
関
秀
、
上
田
渓
太
郎
、
大
須
賀

菜
生
、
小
笠
原
遼
、
岡
本
茉
紘
、
小

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

安
藤
純
、
石
原
航
希
、
伊
東
陽
菜
、

稲
垣
美
咲
、岩
崎
亜
美
、内
田
梨
紗
、

梅
林
紗
希
、
大
矢
知
は
る
香
、
加
藤

優
果
、
喜
多
一
貴
、
久
保
下
佳
奈
、

後
藤
安
佑
、後
藤
彰
真
、後
藤
結
理
、

坂
田
拓
道
、杉
野
美
琴
、杉
村
愛
佳
、

関
口
陽
之
、
大
同
祐
里
花
、
高
橋
祐

太
、
竹
田
蒼
一
朗
、
竹
墅
有
美
、
田

中
良
太
朗
、出
口
桐
圭
、中
山
誠
二
、

西
川
綾
音
、
西
村
篤
人
、
長
谷
川
美

波
、
林
亜
実
、
日
置
祥
景
、
別
所
翼
、

堀
内
祐
希
、
堀
口
詩
、
増
田
光
莉
、

松
浦
麻
人
、森
大
誠
、森
下
穂
乃
花
、

山
村
紘
平
、米
川
悟
史
、相
田
圭
祐
、

荒
木
僚
、
伊
藤
成
美
、
伊
藤
教
華
、

伊
藤
梨
緒
、
射
場
麻
斗
、
今
給
黎
沙

依
、
上
杉
清
志
郎
、
上
村
優
果
、
薄

井
万
葉
、大
貫
舞
夕
、大
森
穂
乃
香
、

岡
崎
夏
帆
、筧
夏
鈴
、後
藤
も
ゆ
る
、

坂
本
俊
輔
、
佐
々
木
聡
美
、
清
水
綾

乃
、
清
水
直
志
、
住
吉
邦
斗
、
田
川

凜
咲
、
武
久
実
代
子
、
竹
村
采
夏
、

田
中
凜
、
辻
将
寿
、
常
盤
井
清
子
、

鳥
居
愛
璃
、中
嶋
将
史
、中
村
敦
哉
、

中
村
瑛
菜
、野
口
藍
良
、野
﨑
朱
音
、

野
村
美
夢
、華
野
愛
弓
、廣
田
雄
亮
、

水
谷
記
子
、三
井
奎
太
朗
、森
和
紗
、

森
岡
鈴
菜
、山
平
千
絵
、山
本
京
香
、

五
十
嵐
美
月
、
伊
藤
光
希
、
伊
藤
由

依
奈
、
伊
藤
怜
惟
、
大
平
実
央
、
岡

本
楓
菜
、
加
藤
礼
奈
、
川
端
修
司
、

栗
田
美
風
、委
文
沙
恵
、柴
田
尚
輝
、

菅
田
京
香
、関
澤
帆
加
、千
賀
美
悠
、

田
上
尚
史
、坪
井
佑
介
、戸
嶌
未
結
、

中
川
健
、
中
川
空
、
中
村
直
子
、
長

谷
川
侑
香
、
林
竜
也
、
原
田
宗
周
、

廣
海
亮
、
間
瀬
侑
弥
、
森
本
彩
楓
、

安
田
有
佑
、矢
田
通
子
、山
田
奈
津
、

山
田
遥
己
、
岡
衛
、
菅
さ
く
ら
、
鈴

木
啓
太
、
坪
井
政
樹
、
浪
川
大
誠
、

原
田
こ
と
り
、松
田
有
未
、馬
渕
航
、

宮
木
稜
太
、渡
邉
愛
梨
、青
木
結
花
、

一
木
佑
太
、伊
藤
優
衣
、上
田
朝
日
、

小
高
万
葉
、
音
村
茉
佑
、
片
岡
亜
香

理
、
小
井
手
司
、
小
島
未
紗
子
、
小

宮
哲
理
、
近
藤
有
季
乃
、
武
田
真
知

平
成
30
年
度
会
費
納
入
者

（
敬
称
略
）

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
め
た
方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
納
入
金
額

　

終
身
会
費　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合 

年
会
費 

１
千
円

◆
納
入
方
法

①
郵
便
振
替

　

口
座
番
号 

０
０
８
２
０

−

8

−

６
３
６
７

　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い
た
し
ま
す
。

②
現
金
書
留

　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
同
窓
会
館
ま
で
》

　

０
５
９

−

３
６
５

−

３
６
３
１

　

sikoukai@
m
2.cty-net.ne.jp

会
費
納
入
の
お
願
い

会　

長　

伊
藤　

勘
作	

四
高
35　

副
会
長　

西
脇　

壽
郎	

四
高
32　

　
　
　
　

坂
倉
加
代
子	

四
高
32　

　
　
　
　

中
島　

泰
浩	

四
高
36　

　
　
　
　

杉
本　

雅
俊	

四
高
42　

　
　
　
　

種
橋　

潤
治	

四
高
43　

　
　
　
　

青
山　
　

晶	

四
高
45　

　
　
　
　

藤
原　

和
彦	

四
高
54　

　
　
　
　

廣
島　
　

朗	

教
頭　
　

顧　

問　

岡
田　

卓
也	

富
中
40　

　
　
　
　

小
菅　

弘
正	

富
中
42　

　
　
　
　

森
田
三
重
子	

四
女
42　

　
　
　
　

鈴
木
田
俊
二	

四
高
28　

　
　
　
　

熊
澤
誠
一
郎	

四
高
29　

　
　
　
　

松
岡　

泰
之	

校
長　
　

書　

記　

富
田　

常
豊	

四
高
42　

　
　
　
　

小
林　

典
子	

四
高
51　

会　

計　

佐
久
間　

基	

四
高
Ｈ
10

　
　
　
　

大
森　

智
之	

教
員　
　

監　

査　

奈
須　

庄
平	

四
高
37　

　
　
　
　

小
林　

春
美	

四
高
50　

　
　
　
　

森　
　
　

智	

四
高
55　

　
　
　
　

山
本　

將
子	

四
高
25　

　
　
　
　

服
部　

幸
男	

四
高
27　

　
　
　
　

服
部
八
州
宏	
四
高
30　

　
　
　
　

北
川　

利
美	
四
高
31　

　
　
　
　

小
津　

博
嗣	
四
高
33　

　
　
　
　

八
木　

統
治	

四
高
34　

　
　
　
　

上
野　

公
雄	

四
高
35　

　
　
　
　

水
谷　

益
彦	

四
高
36　

　
　
　
　

金
子　

和
生	

四
高
37　

　
　
　
　

長
谷
川
正
統	

四
高
38　

　
　
　
　

山
下
久
三
造	

四
高
39　

　
　
　
　

伊
藤　

利
造	

四
高
45　

　
　
　
　

田
中　

真
司	

四
高
47　

　
　
　
　

井
村　

正
史	

四
高
48　

　
　
　
　

伊
藤　

重
和	

四
高
50　

　
　
　
　

森　
　

公
平	

四
高
51　

　
　
　
　

黒
木　
　

誠	

四
高
55　

　
　
　
　

名
越　

一
大	

通
信
制　

常 
任 
理 

事

役　
　

員

　

第
10
回
四
高
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
去
る
11
月
８
日（
木
）に
65
名

（
内
女
性
４
名
）
の
参
加
に
よ
り
四

日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

優
勝
者
は
男
子
の

部
が
昭
和
46
年
度
卒

の
貝
沼　

悟
さ
ん

（
89

−

18
＝
71
）、
女

子
の
部
が
昭
和
47
年

度
卒
の
今
谷　

香
さ

ん
（
99

−

20
．４
＝

78
．６
）
で
し
た
。

　

な
お
、
第
11
回
大

会
は
２
０
１
９
年
11
月
７
日（
木
）於

四
日
市
カ
ン
ツ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
計
画

し
て
お
り
ま
す
の
で
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

第
10
回
銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

開
催
さ
れ
る

四
高
同
窓
会

かけがえのない子どもたちのために
見逃さないで！！ 小さなサインを
　私たち四日市高校同窓会は、三重県が取り組む「い
じめ防止応援サポーター」に登録しています。同窓
会員の皆さんも、子どもたちが発する小さなサイン
を見逃さず、多くの大人の目で子どもたちを見守っ
てください。

　2018年８月５日、第100回全国高校野球記念大会開会式にて
歴代優勝校旗の行進があり、紺地に黄色の八稜星を配した母校
校旗が37番目に登場、甲子園の風に乗って翻りました。

甲子園に八稜星はためく

男女優勝者と会長

懇親会風景
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「
三
重
県
代
表
。
初
出
場
。
白
山

高
校
！
」と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
の
声
。

平
成
30
年
８
月
。
第
100
回
全
国
高
等

学
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会
。
酷
暑

の
中
、
白
山
高
校
は
夢
の
甲
子
園
初

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
山
合
い
の

白
山
町
は
甲
子
園
出
場
の
ニ
ュ
ー
ス

に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
多
く
の
声

援
を
頂
き
ま
し
た
。
私
が
部
長
を
務

め
、
６
年
目
の
夏
で
し
た
。

　

私
は
平
成
４
年
に
四
高
へ
入
学

し
、
夢
だ
っ
た
硬
式
野
球
部
の
マ
ネ

ー
ジ
ャ
ー
の
こ
と
を
顧
問
の
先
生
に

聞
き
に
行
く
と
、
当
時
女
子
マ
ネ
は

募
集
し
て
い
な
い
と
の
返
事
。
本
当

に
残
念
で
し
た
。
中
学
の
頃
、
四
工

が
甲
子
園
初
出
場
し
応
援
に
行
き
、

い
つ
か
高
校
野
球
に
携
わ
り
甲
子
園

を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
姉
は
桑
名
西
で
甲
子
園
応
援
に

行
き
、
と
て
も
羨
ま
し
く
見
て
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。
私
は
高
校
時

代
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
、

野
球
部
の
隣
で
何
と
な
く
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
し
た
。
２
年
の
時
、
担

任
の
倉
内
先
生
の
勧
め
で
生
徒
会
役

員
に
立
候
補
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
、
主
将
を
務
め
て
い
た
私

は
、
顧
問
の
清
水
先
生
か
ら
無
責
任

だ
と
お
叱
り
を
受
け
な
が
ら
も
生
徒

会
役
員
を
前
後
期
と
経
験
。
生
徒
会

の
活
動
の
中
で
、
野
球
部
の
夏
の
大

会
に
応
援
団
と
し
て
行
き
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
生
徒
の
頃
野
球
を

す
る
こ
と
も
、
マ
ネ
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
も
諦
め
た
高
校
野
球
の
世
界

に
、
教
員
に
な
り
顧
問
と
し
て
携
わ

り
、
夢
の
甲
子
園
の
土
を
踏
む
こ
と

が
出
来
、
本
当
に
感
動
で
し
た
。

　

部
員
や
、
応
援
し
て
下
さ
っ
た
全

て
の
方
に
感
謝
。
甲
子
園
の
力
、
高

校
野
球
の
魅
力
を
改
め
て
感
じ
、
今

後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

哲
学
者
に
語
っ
た
台
詞
で
あ
る
。「
ホ

レ
ー
シ
ョ
ー
よ
、
こ
の
天
空
と
地
球

に
は
君
の
哲
学
が
夢
想
す
る
よ
り
も

も
っ
と
多
く
の
も
の
が
実
在
す
る
の

だ
」。
そ
う
だ
！
地
球
の
表
層
に
豊

富
に
存
在
す
る
無
害
な
元
素
を
用
い

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
解
決
が
行
く
。

　

我
々
は
新
し
い
四
元
化
合
物
が
こ

の
目
的
の
た
め
に
有
用
で
あ
る
こ
と

を
発
見
し
、
１
９
８
８
年
に
公
表
し

た
。
そ
の
後
、
こ
の
化
合
物
に
世
界

中
の
研
究
者
の
関
心
が
集
ま
り
、
昨

年
そ
の
一
グ
ル
ー
プ
は
10
％
を
超
え

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
効
率
の
太
陽
電

池
を
開
発
し
た
。
今
後
に
お
い
て
も

一
層
の
技
術
展
開
が
図
れ
る
よ
う
微

力
で
は
あ
る
が
お
役
に
立
つ
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　

昭
和
11
年
４
月
入
学
、
満
州
事
変

支
那
事
変
と
続
き
世
の
中
も
落
ち
つ

か
な
い
日
々
が
つ
づ
き
ま
し
た
。
原

校
長
先
生
の
朝
礼
の
訓
話
も
非
常
時

に
対
す
る
お
話
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
制
服
も
一
新
し
て
、
ジ
ャ
ン
パ

ー
ス
カ
ー
ト
に
白
の
ブ
ラ
ウ
ス
。
冬

は
以
前
通
り
の
コ
ー
ト
で
し
た
。

　

待
望
の
修
学
旅
行
も
１
ヶ
月
遅
れ

の
６
月
４
年
生
の
時
に
決
ま
り
皆
が

大
喜
び
し
ま
し
た
。例
年
通
り
長
野
、

日
光
、
東
京
、
江
ノ
島
、
熱
海
と
６

泊
７
日
の
大
旅
行
で
し
た
。
箱
根
の

大
涌
谷
を
ワ
ラ
ジ
に
は
き
か
え
て
山

越
え
し
芦
ノ
湖
迄
歩
い
た
の
も
な
つ

か
し
い
想
い
出
で
す
。

　

昭
和
15
年
に
な
り
、
体
操
の
時
間

週
１
時
間
薙
刀
の
時
間
に
な
り
、
講

堂
で
素
足
に
な
り
、
か
け
声
も
勇
ま

し
く
薙
刀
を
ふ
り
ま
わ
し
た
も
の
で

し
た
。
何
と
な
く
戦
時
中
色
も
こ
く

な
り
昭
和
15
年
の
夏
、
伊
勢
の
海
が

真
っ
黒
に
な
る
位
軍
艦
が
集
結
し
ま

し
た
。
戦
艦
陸
奥
を
全
校
生
徒
が
ダ

ル
マ
舟
に
乗
っ
て
見
学
に
行
き
ま
し

た
。
軍
艦
の
す
み
ず
み
迄
見
学
し
又

ダ
ル
マ
舟
で
帰
り
ま
し
た
。
次
の
日

曜
日
上
陸
し
た
海
軍
さ
ん
に
名
刺
を

も
ら
っ
て
、
花
束
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
ン
チ
に
乗
り
訪
問
し
ま
し
た
。

皆
喜
ん
で
案
内
し
て
頂
き
帰
り
ま
し

た
。
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
第
二
次
世

界
大
戦
が
起
こ
り
、
多
く
の
艦
が
撃

沈
し
た
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
き
皆
が

茫
然
と
し
ま
し
た
。
私
達
の
高
女
は

沖
の
島
、四
日
市
の
中
心
地
に
あ
り
、

20
年
６
月
の
大
空
襲
で
全
焼
し
ま
し

た
。
私
達
に
は
忘
れ
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

男
女
共
学
に
な
り
、
富
中
に
合
併

に
な
り
、
名
前
も
四
日
市
高
校
と
な

り
ま
し
た
。
私
達
古
い
者
に
は
馴
染

み
も
薄
く
な
り
ま
し
た
が
、
身
内
は

明
治
の
１
期
生
か
ら
平
成
の
世
ま
で

延
々
と
お
世
話
に
な
っ
て
居
り
ま
す

の
で
、
益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

を
初
め
て
手
に
取
っ
た
方
が
、
最
初

に
挑
戦
す
る
技
と
言
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。

　

「
そ
ん
な
基
本
的
な
技
な
ら
、
経

験
者
を
集
め
れ
ば
す
ぐ
に
記
録
達
成

で
き
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
？
」

当
然
、
そ
ん
な
意
見
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
簡
単
な
技
と
は

言
え
、
成
功
率
90
％
の
技
を
10
人
連

続
で
成
功
さ
せ
る
確
率
は
、
0.9
の
10

乗
＝（
０
．３
４
８
６
）、
約
35
％
で

す
。
ま
し
て
や
、
今
回
の
世
界
記
録

は
124
人
連
続
で
す
。
各
自
の
技
の
成

功
率
が
99
％
だ
と
し
て
も
、0
．99
の

124
乗
＝（
０
．２
８
７
５
）
約
29
％
。

全
体
で
見
れ
ば
成
功
の
可
能
性
は
3

割
も
な
い
の
で
す
。

　

さ
ら
に
そ
の
挑
戦
を
行
う
舞
台

　

２
０
１
８
年
12
月
31
日
、
第
69
回

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
て
一
つ
の
世

界
記
録
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
記
録
は
「
け
ん
玉
の
大
皿
に

玉
を
乗
せ
た
人
の
最
も
長
い
列
」、

ギ
ネ
ス
ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ド
が
認
定

を
行
っ
て
い
る
、
い
わ
ゆ
る
ギ
ネ
ス

世
界
記
録
で
す
。

　

私
は
現
在
、
公
益
社
団
法
人
日
本

け
ん
玉
協
会
の
三
重
県
支
部
長
を
務

め
て
い
ま
す
。
前
述
の
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

け
ん
玉
名
人
た
ち
と
共
に
挑
戦
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
に
お
け
る
数
々
の
技
の
中

で
、
最
も
基
本
的
な
技
と
い
え
る
の

が
一
番
大
き
な
お
皿
に
玉
を
乗
せ
る

「
大
皿
」
と
い
う
技
で
す
。
け
ん
玉

の
伊
沢
先
生
が
作
曲
し
て
下
さ
っ
た
。

　

信
州
大
学
で
は
化
合
物
半
導
体
の

薄
膜
を
使
用
し
て
安
価
に
製
造
可
能

な
無
公
害
電
力
源
と
し
て
期
待
さ
れ

る
太
陽
電
池
を
研
究
し
た
。
従
来
の

素
子
は
そ
の
成
分
に
含
ま
れ
る
金
属

元
素
が
希
少
で
あ
る
た
め
、
全
世
界

の
総
消
費
電
力
の
か
な
り
の
部
分
を

賄
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の

問
題
を
解
決
す
る
方
法
は
な
い
も
の

か
と
思
案
し
た
。

　

脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
デ
ン
マ

ー
ク
の
王
子
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
友
人
の

　

四
高
で
思
い
出
に
残
る
こ
と
は
、

10
数
名
の
友
達
と
と
も
に
「
ハ
ム
レ

ッ
ト
」
を
講
堂
の
舞
台
で
演
じ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
の
お
芝
居
に
現
れ
る

い
く
つ
か
の
良
く
知
ら
れ
た
英
語
の

台
詞
は
、
そ
の
後
の
人
生
の
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
に
お
い
て
励
ま
し
と
な
っ

て
い
る
。
主
人
公
の
恋
人
オ
フ
ィ
ー

リ
ア
の
兄
を
務
め
、
彼
を
決
闘
に
お

い
て
刺
し
て
し
ま
う
と
言
う
役
柄
で

あ
っ
た
。
傷
心
の
彼
女
は
水
辺
に
身

を
投
げ
る
前
に
歌
う
の
で
あ
る
が
、

そ
の
歌
の
調
べ
は
四
高
の
音
楽
担
当

四
日
市
高
校
の
想
い
出

世
界
記
録
へ
の
挑
戦

ハ
ム
レ
ッ
ト
の
哲
学

夢
の
甲
子
園

三
　
輪
　
芳
　
子

（
四
女
38
回
５
年
生
卒
）

片
　
岡
　
正
　
宏

（
四
高
Ｈ
12
年
度
卒
）

伊
　
東
　
謙
太
郎

（
四
高
32
年
度
卒
）

川
　
本
　
牧
　
子

（
四
高
Ｈ
７
年
度
卒
）
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通
信
制
同
窓
会
の
バ
ス
旅
行
で
は

陶
磁
美
術
館
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
松

花
堂
弁
当
の
昼
食
美
味
し
く
食
し
ま

し
た
。
花
フ
ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
満

開
の
バ
ラ
の
花
々
を
見
る
こ
と
が
で

　

私
は
昨
年
、
母
校
で
あ
る
四
日
市

高
校
で
教
育
実
習
生
と
し
て
３
週
間

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
を
し

て
か
ら
４
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
校

舎
や
そ
こ
で
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
様
子

は
驚
く
ほ
ど
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
自

分
が
四
高
生
と
し
て
学
ん
で
い
た
頃

を
思
い
出
し
、
と
て
も
懐
か
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
私

の
立
場
は
「
生
徒
」
か
ら
「
先
生
」

へ
と
大
き
く
変
わ
り
、
実
習
生
の
視

点
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

き
、
思
い
出
に
残
る
い
い
旅
と
な
り

ま
し
た
。

　

毎
年
の
企
画
運
営
で
お
世
話
に
な

り
ま
す
会
長
の
名
越
さ
ん
と
幹
事
の

益
川
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
し
て

　

ま
ず
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

先
生
が
い
か
に
多
く
の
こ
と
を
考
え

た
上
で
授
業
に
臨
ん
で
い
る
か
と
い

う
こ
と
で
す
。
教
科
書
に
載
っ
て
い

な
い
こ
と
も
含
め
て
、
授
業
で
取
り

扱
う
内
容
を
取
捨
選
択
し
、
そ
れ
ら

を
ど
の
よ
う
に
生
徒
た
ち
に
伝
え
る

こ
と
が
最
善
で
あ
る
か
を
試
行
錯
誤

し
続
け
た
３
週
間
で
し
た
。
ま
た
、

生
徒
や
他
の
先
生
と
の
信
頼
関
係
を

築
く
こ
と
の
大
切
さ
や
難
し
さ
も
学

び
ま
し
た
。
生
徒
一
人
一
人
の
性
格

や
考
え
方
を
理
解
し
よ
う
と
努
め
、

そ
れ
ら
を
学
校
生
活
の
中
で
よ
り
良

い
方
向
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
四

高
の
先
生
方
の
思
い
を
知
り
、
自
分

の
中
の
教
師
像
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
学
び
は
、
生
徒

で
は
な
く
実
習
生
と
い
う
立
場
で
あ

る
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

最
後
に
、
実
習
最
終
日
に
あ
る
先

生
か
ら
い
た
だ
い
た
言
葉
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
は
私
に

「
100
点
満
点
の
授
業
を
し
た
こ
と
は

な
い
し
、
そ
ん
な
も
の
は
存
在
し
な

い
」
と
仰
い
ま
し
た
。
生
徒
一
人
一

人
と
向
き
合
い
、
常
に
考
え
、
内
省

し
な
が
ら
、
何
歳
に
な
っ
て
も
よ
り

良
い
授
業
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と

こ
そ
が
、
至
高
の
先
生
な
の
だ
と
思

い
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

毎
年
思
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の
バ

ス
旅
行
で
は
懐
か
し
い
方
々
の
お
顔

が
確
認
で
き
、
元
気
な
様
子
が
今
後

の
私
の
生
活
に
も
大
い
な
る
励
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
も
楽
し
い
旅
行
が
企

画
さ
れ
、
元
気
な
皆
さ
ん
方
に
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
会
報
を
読
ま
れ
た
方
も
、
ぜ

ひ
「
大
皿
」
か
ら
挑
戦
し
て
み
て
下

さ
い
。
も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
が
世

界
記
録
へ
の
最
初
の
一
歩
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

は
、
日
本
人
な
ら
誰
も
が
知
る
大
晦

日
の
紅
白
歌
合
戦
の
ス
テ
ー
ジ
。
生

放
送
で
の
本
番
一
発
勝
負
。
ま
ぶ
し

い
照
明
、
見
た
こ
と
の
な
い
撮
影
機

材
、聞
き
覚
え
の
あ
る
芸
能
人
の
声
、

そ
し
て
目
の
前
に
は
３
，０
０
０
人

の
観
客
。
す
べ
て
が
い
つ
も
と
は
違

う
光
景
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
と
き
に
は
、

緊
張
で
足
が
震
え
ま
し
た
。
曲
が
始

ま
っ
て
自
分
の
番
を
待
つ
間
は
手
が

震
え
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
番
が
回

っ
て
き
た
と
き
に
は「
い
つ
も
通
り
」

を
心
が
け
て
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
124
人
目
が
成
功
し
た
瞬

間
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
に
割
れ
ん
ば
か

り
の
歓
声
と
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

記
録
を
更
新
し
た
達
成
感
に
心
が
震

え
ま
し
た
。

　

け
ん
玉
を
始
め
た
時
に
は
、
こ
ん

な
に
も
大
き
な
舞
台
で
ギ
ネ
ス
世
界

記
録
に
挑
戦
す
る
な
ん
て
想
像
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分
の
人
生
の

可
能
性
を
広
げ
て
く
れ
る
け
ん
玉
を

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た

バ
ラ
祭
り
花
フ
ェ
ス
タ

シ
コ
ウ
の
先
生

村
　
山
　
紗
弓
子

（
四
高
通
信
制
卒
）

樋
　
口
　
太
　
地

（
四
高
Ｈ
26
年
度
卒
）

　

四
日
市
高
校
、
昭
和
50
年
入
学
時

の
事
。
入
学
式
が
終
わ
り
、
ク
ラ
ス

に
入
っ
て
の
試
練
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
名
前
を
全
員
が
覚
え
る
ま
で
と
ス

タ
ー
ト
し
た
自
己
紹
介
。
い
ち
早
く

打
ち
解
け
る
為
の
、
担
任
の
院
田
先

生
の
ご
指
導
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。「
君
た
ち
な
ら
で
き
る
！
」
と

い
う
励
ま
し
。
事
あ
る
ご
と
に
、
こ

の
言
葉
を
思
い
出
し
頑
張
ろ
う
と
力

が
わ
い
て
き
ま
す
。

　

高
校
時
代
は
柔
道
部
に
所
属
し
、

西
尾
先
生
、
中
川
先
生
、
先
輩
方
に

ご
指
導
頂
き
、
仲
間
と
武
道
場
で
汗

を
流
し
、
進
栄
軒
（
リ
ス
ド
ー
ル
）

で
の
も
ぐ
も
ぐ
タ
イ
ム
が
日
課
で
し

た
。
卒
業
後
は
各
自
各
地
へ
と
離
れ

ま
し
た
が
、
当
時
は
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
近
況
を
吹
き
込
ん
で
回
す
と
い

う
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
は
考

え
ら
れ
な
い
で
す
が
、
当
時
と
し
て

は
友
の
声
を
聞
け
て
励
み
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
毎
年
夏
と
冬
に
会
う
仲

間
と
は
高
校
時
代
の
出
来
事
を
よ
く

話
し
ま
す
。
な
か
な
か
忘
れ
な
い
も

の
で
す
。

　

縁
あ
っ
て
、
平
成
27
年
か
ら
四
日

市
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
本
部
役
員
に
参
加

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
40
年
ぶ
り
の

母
校
は
懐
か
し
さ
の
限
り
で
し
た
。

当
時
と
変
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
、
変
わ

っ
た
と
こ
ろ
と
探
し
て
歩
き
、
遠
ざ

か
っ
て
い
た
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て

き
ま
し
た
。

　

生
徒
の
皆
さ
ん
の
レ
ベ
ル
は
高

く
、
文
武
両
道
に
優
れ
、
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
逸
材
ぞ
ろ
い

で
、
伝
統
校
ら
し
い
活
躍
を
誇
ら
し

く
思
い
ま
し
た
。
学
校
へ
の
訪
問
機

会
も
増
え
、
文
化
祭
、
京
都
研
修
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
東
海
大
会
、
全
国
大
会
へ
の

参
加
と
多
く
の
方
々
と
話
す
機
会
を

頂
き
、貴
重
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
。

　

同
窓
会
は
年
度
を
越
え
た
先
輩
後

輩
の
皆
さ
ん
と
の
出
会
い
の
場
、
多

く
の
事
を
学
べ
る
と
こ
ろ
。

　

３
年
間
の
任
期
を
終
え
て
、
40
年

ぶ
り
２
度
目
の
卒
業
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
感
謝
！

時
を
超
え
て辻

　
　
　
和
　
則

（
四
高
52
年
度
卒
）
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四
日
市
高
等
学
校
が
平
成
31
年
度

に
創
立
120
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
平
成
29
年
度
よ
り
120
周
年
記
念

行
事
を
行
う
た
め
の
準
備
会
と
し
て

「
創
立
120
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員

会
」
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
昨
年

度
中
に
は
7
月
と
11
月
に
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
実
行
委
員
会
の
組

織
体
制
を
決
定
し
、
ま
た
。「
三
重

県
立
四
日
市
高
等
学
校	

創
立
百
周

年
記
念
事
業 

資
金
管
理
委
員
会　

規
約
」（
平
成
21
年
3
月
31
日
改
正

施
行
）
の
内
容
を
確
認
し
て
そ
の
規

約
に
則
り
、
同
窓
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学

校
三
者
の
合
意
の
も
と
で
、
資
金
管

理
委
員
会
が
管
理
す
る
「
創
立
百
周

年
記
念
事
業
資
金
」
の
中
か
ら
今
回

の
120
周
年
記
念
事
業
費
を
支
出
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら

は
記
念
誌
作
成
の
た
め
の
作
業
が
校

内
で
進
め
ら
れ
、
記
念
式
典
実
施
日

も
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
平
成
30
年
度
中
の
進
捗
状

況
を
確
認
す
る
た
め
、
平
成
31
年
1

月
12
日（
土
）の
午
前
10
時
よ
り
本
年

度
に
な
っ
て
か
ら
初
め
て
、
通
算
３

回
目
の
創
立
120
周
年
記
念
事
業
実
行

委
員
会
を
四
日
市
高
校
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
お
い
て
話
さ
れ
た
内
容
と

し
て
、
①
記
念
式
典
を
平
成
31
年
10

月
12
日（
土
）の
13
時
00
分
に
四
日
市

市
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
す
る
。

②
式
典
後
の
記
念
講
演
を
同
窓
生
で

あ
る
藤
田
正
勝
京
都
大
学
特
定
教
授

（
昭
和
43
年
卒
）
に
口
頭
に
て
依
頼

済
み
で
あ
る
。
③
120
周
年
記
念
誌
の

冒
頭
写
真
の
中
に
航
空
写
真
を
掲
載

し
、
そ
の
撮
影
は
新
緑
の
こ
ろ
（
５

～
６
月
ご
ろ
）
と
す
る
。
等
の
事
項

を
決
定
確
認
し
ま
し
た
。

　

来
年
度
に
入
る
と
記
念
式
典
ま
で

半
年
と
な
り
、
校
内
実
行
委
員
会
を

中
心
に
い
よ
い
よ
本
格
的
に
準
備
を

進
め
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今

後
も
同
窓
会
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　日本人は四を死に繋がるとして忌み嫌う。でも私には四が付きまと
う。四日市の四。四高出身の四。住所番地の四。生年月日の四。子ど
もの数の四。商売四代目の四。数えればキリがない。でも今まで幸せ
に生きてこれたのだから四は私のラッキーナンバー！そう思う事にし
ている。
　さて４年に１度の同窓会。私はなぜか有名人である。挨拶はＴＶで
観たよ、新聞で見たよ、である。そう、日永うちわだ。私は日永うち
わ最後の一軒、稲藤四代目代表。うちが止めたら400年の歴史の灯が
消えてしまう。止めるに止められない瀬戸際。
父の遺言も商売が続く限り日永うちわの灯を絶
やすな！だった。私は父が元気な間は日永うち
わにあまり携わらなかった。任せきりだった。
でも他界すると400年の歴史の重圧がドンとの
しかかる。止める選択肢は許されない。続ける
には商売だから儲けなければならない。ご存じ
の通り、うちわは夏に涼を得る道具。扇風機や
クーラーが在る現代では暑いから売れる道具で
はない。ひと工夫が必要だ。まず考えたのが消
臭うちわ。裏面に旭化成の消臭シート、セミア

を貼って臭いを吸収。１年中使えるうちわが完成した。するとこれが
行政の方の目にふれ、補助金が付く。消臭の逆、今度は良い匂いを出
す香るうちわのアイデアだった。
　日永うちわの持ち手の上部には籠状の空間が存在する。そこに香り
を出す何かを仕込めれば香るうちわが出来るぞと。そこからは試行錯
誤の連続。最初は脱脂綿、そこにアロマオイルを垂らす。でもそれは
あまりカッコ良い物ではなく何より世に在る日永うちわにピンセット
で脱脂綿を詰め込めば同じ物が出来てしまい新しく売れる日永うちわ
ではない。アイデアだけの提供に終わるからボツ。次はスポンジだっ
た。１センチ角に切ったスポンジを骨を編む際に入れ込む。ところが
アロマオイルが下に垂れるではないか。スポンジは体積がしぼんで広
がる時にだけ吸水するのだった。これも失敗。補助金をもらって世に
出さない事は許されない。重圧がのしかかる。最後に思いついたのが
アロマで使う香り玉だ。ケイ酸カルシウムで出来た素材で体積だけで
中身はカスカス。要するに容積分ぎゅっとオイルをとじ込めてくれる
優れモノ。これだと思った。
　そして完成した翌年、ある出来事が起こる。福島原発の事故だ。電
力不足で電気も電池も使わないうちわにマスコミが注目。脚光を浴び

る。正に復活の狼煙だった。全てが手作業ゆえ
生産量には限界があり、売上は職人の数で決ま
るという歯がゆさはあるが、とにかく作っただ
け売れた。というより待ちが余りに多いのでネ
ット閉鎖にまで追い込まれるという嬉しい悲
鳴。この流れは今でも続いている。
　ただ売上は職人の数で決まるという状況は変
わらず、その確保が難しい今、商売的には今ひ
とつ、というのも変わっていません。
　以上、近況報告でした。

編
集
後
記

　

会
報
は
同
窓
会
活
動
の
報
告

と
と
も
に
同
窓
生
の
交
流
の
役

目
も
担
い
ま
す
。
特
に
「
人
物

往
来
」
に
は
各
年
代
の
同
窓
生

の
方
々
の
文
章
を
紹
介
し
た
い

と
、
毎
年
寄
稿
願
う
方
の
人
選

を
行
い
ま
す
。
今
年
は
大
先
輩

四
女
ご
出
身
の
三
輪
様
に
ご
健

筆
を
頂
戴
し
、
大
変
嬉
し
く
存

じ
ま
す
。
創
立
120
周
年
の
こ
の

年
に
改
め
て
母
校
の
歴
史
を
鑑

み
、
富
中
20
回
生
で
あ
ら
れ
た

丹
羽
文
雄
翁
筆
、同
窓
会
館「
希

望
の
門
」
を
本
日
も
く
ぐ
っ
て

校
了
を
迎
え
ま
し
た
。（
小
林
）

創
立
120
周
年
記
念
行
事
に
つ
い
て

四
日
市
高
等
学
校
　
教
頭
　
丹
　
羽
　
　
　
徹

①
記
念
祝
賀
会

　

２
０
１
９
年
度
総
会
後
、
四
日
市
商
工
会
議
所
１
階
ホ
ー
ル
に
お
き

ま
し
て
記
念
の
祝
賀
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

食
事
と
飲
み
物
を
準
備
い
た
し
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
の
で
、
皆

様
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
思
い
出
話
や
今
後
へ
の
期
待
に
盛
り
上

が
り
、
ま
た
異
学
年
の
方
々
と
の
交
流
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
時
間
と

な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

②
名
簿
の
作
成

　

新
し
く
同
窓
会
名
簿
を
作
成
い
た
し
ま
す
。
委
託
業
者
（
株
式
会
社

サ
ラ
ト
）
を
通
じ
ま
し
て
同
窓
生
の
皆
様
に
住
所
確
認
等
の
問
い
合
わ

せ
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
返
信
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
、
会
員
の
皆
様
に
同
窓
会
活
動
の
様
子
を
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
学
年
や
グ
ル
ー
プ
同
窓
会
の
連
絡
交
流
に
お
使
い

い
た
だ
け
る
よ
う
に
と
刷
新
い
た
し
ま
す
。

以
上
へ
の
ご
参
加
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

同
窓
会
と
し
て
の

母
校
創
立
120
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て

　

会
館
屋
上
に
Ｃ
Ｔ
Ｙ
の
十

四
川
観
測
定
点
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

会
館
だ
よ
り

リレー随想 〈第22回〉

日永うちわ四代目の私

稲 垣 嘉 英 （四高50年度卒）
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　私たちは、昨年10月21日、鈴鹿医療科学大学千代崎キャンパスにおいて行われた、
平成30年度三重県高等学校科学オリンピック大会にＳＳＨ科学部２年生１名、ＳＳＨ
生物部２年生２名、２年生有志３名による合同チームで参加しました。
　この大会は、科学的な思考力・判断力・表現力等を育成し、科学的、数学的能力の向
上を図ることを目的として、筆記競技と実技競技で競います。筆記競技では、物理・化
学・生物・地学・数学・情報の計６分野を90分間で取り組みました。普段の試験とは
異なる角度から問われたものもありましたが、試行錯誤する中で、各々が相談しあって
解くことができました。
　実技競技では、物理・化学・生物・地学の与えられたそれぞれの課題に対して、各チ
ーム３人で実験・観察を行いました。課題を解決する上で、作成能力・コミュニケーシ
ョン能力等が問われましたが、各自が役割を分担し、協力して取り組むことができまし
た。また、他校の独創的な実験の数々を見て、大変刺激を受けました。
　「科学の甲子園」全国大会は埼玉県さいたま市において、３月15日～３月18日の４
日間行われ、各地方大会を優勝した47都道府県の高等学校が参加する予定です。

　私たちは三重県大
会で得た経験や反省
をもとに、全国大会
まで過去問等を活用
しながら対策を練っ
ていきたいと思いま
す。三重県代表とし
て良い結果を残せる
よう全力を尽くして
いきたいと思います
ので、応援よろしく
お願いします。

　私にとって、四日市高校での高校生活は想像以上に大変
でした。授業のスピードが早く、課題も多く、ついていく
のがやっとのときもありました。そんな時、私を支えてく
れたのは仲間でした。分からない問題があるときは友達が
一緒に考えてくれました。また、友達と成績を競い合うこ
とで、刺激を受け、互いに高め合うことができました。恵
まれた環境の中で勉強に取り組めたことを嬉しく思います。
　私は卓球部に所属していました。入部してまもなく、団
体戦の試合に出場しましたが、東海大会出場を決める大事
な試合で負けてしまい、とても悔しい思いをしました。敗
因を分析し、練習メニューの改善に取り組みました。そし
て、チームメイトに新たな練習メニューを提案すると、快
く練習に付き合ってくれ、時にはアドバイスもしてくれま
した。そんなチームメイトがいたからこそ私は強くなれま
した。また、試合でどんなに苦しい場面でも振り返ればい
つもチームメイトや顧問の先生方が応援してくれていて、
精神的な支えとなり、とても力になりました。同じ目標に
向かって切磋琢磨し練習してくれたチームメイトに感謝の
気持ちでいっぱいです。チームとして東海大会出場を決め
た時の喜びは忘れられません。
　私は四日市高校で熱心にご指導して下さる先生方のも
と、互いに切磋琢磨し合える仲間と共に充実した３年間を
過ごすことができ、本当に良かったです。ありがとうござ
いました。高校生活での経験を活かし、次のステージでも
さらに成長できるように頑張ります。

「科学の甲子園」出場に向けて
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卒業生代表　　　　　　　　

加　藤　大　誠

学 園 だ よ り

　

本
校
で
は
平
成
26
年
度
よ
り
文
科
省
か
ら

ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｇ
Ｈ
）
事
業
の
指
定
を
受
け
、
三
重
県
内
で

唯
一
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
高
校
と
し
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。
本
事
業
は
高
等
学
校
等
に
お
い

て
、
生
徒
の
社
会
課
題
に
対
す
る
関
心
と
深

い
教
養
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
問

題
解
決
力
等
の
国
際
的
教
養
を
身
に
つ
け
、

将
来
国
際
的
に
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
本
年
度
は
５
年
間
の
事
業
の
最

終
年
度
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
も
と

に
以
下
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。

①	

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
形
態
形
成

機
構
学
教
授
の
萩
原
正
敏
さ
ん
（
４
月
）、

本
校
の
Ｏ
Ｂ
で
映
画
監
督
の
瀬
木
直
貴
さ
ん

（
５
月
）、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン

ス
創
始
者
で
理
事
で
あ
る
鬼
丸
昌
也
さ
ん

（
５
月
）
等
か
ら
全
校
生
徒
対
象
に
講
演
を

い
た
だ
き
、
ま
た
生
徒
個
人
が
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
課
題
研
究
論
文
を
作
成
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
マ
イ
ン
ド
の
活
動
に
取
り
組
み
ま
し

た
。

②	

更
に
意
識
の
高
い
生
徒
（
１
年
生
143
名
、

２
年
生
25
名
）
は
、
年
間
８
回
土
曜
日
に
実

施
し
た
学
校
設
定
科
目
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・

リ
ー
ダ
ー
学
」
を
履
修
し
、
全
国
の
著
名
な

大
学
教
員
や
企
業
人
、
医
師
な
ど
日
本
や
世

界
で
活
躍
す
る
専
門
家
か
ら
指
導
を
う
け
、

ま
た
そ
の
中
か
ら
12
月
に
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
、

中
国
天
津
へ
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
へ
そ

れ
ぞ
れ
12
名
ず
つ
が
参
加
し
、
他
県
の
Ｓ
Ｇ

Ｈ
高
生
徒
と
合
同
研
修
を
行
う
な
ど
、
課
題

研
究
を
深
化
さ
せ
ま
し
た
。

③	

英
語
を
ツ
ー
ル
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
の
育
成
と
し
て
、
外
国
人
講
師
に

よ
る
英
語
講
演
会
（
１
月
）
を
行
い
、
ま
た

様
々
な
テ
ー
マ
に
関
し
て
英
語
で
討
論
す
る

白
熱
英
語
講
座
（
年
間
８
回
）
に
は
50
名
を

超
え
る
生
徒
が
参
加
し
、
英
語
で
論
理
的
思

考
を
行
う
た
め
の
学
習
活
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
度
よ
り
四
日
市
商
工
会
議
所

の
ご
協
力
を
得
て
始
ま
っ
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
訪
問
」
は
１
年
生
29
名
が
参
加
し
て
東

芝
メ
モ
リ
株
式
会
社
四
日
市
工
場
を
訪
問

し
、
最
先
端
の
企
業
研
究
活
動
の
一
端
に
触

れ
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
夏
休
み
中
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
シ
ン
キ
ン
グ

育
成
の
た
め
、
５
日
間
ア
メ
リ
カ
中
心
の
優

秀
な
大
学
生
と
英
語
の
み
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
・
プ
レ
ゼ
ン
等
を
行
う
「
エ
ン
パ
ワ
メ

ン
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
も
50
名
も
の
１
年
生

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。
同
時
期
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
海
外
語
学
研
修
を
実
施
し
、
定
員
の
約

２
倍
の
希
望
者
か
ら
選
考
を
経
て
30
名
の
２

年
生
が
ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
を
訪
れ
、
ロ
ビ

ー
ナ
高
校
や

ボ
ン
ド
大
学

を
訪
問
し
て

意
見
交
流
を

行
い
、
現
地

語
学
学
校
で

学
び
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
経

験
す
る
な
ど

貴
重
な
体
験

を
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の

研
修
に
対
し

て
同
窓
会
よ

り
参
加
生
徒
へ
の
支
援
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

な
お
２
月
に
は
５
年
間
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
を

締
め
く
く
る
最
後
の
ス
ー
パ
ー
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
、
地
元
企
業
の
方
な

ど
を
招
い
て
代
表
者
に
よ
る
成
果
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
Ｓ
Ｇ
Ｈ
事
業
は
本
年
で
終
了

し
ま
す
が
、
本
年
度
よ
り
新
た
に
文
科
省
か

ら
指
定
を
受
け
た
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）
事
業
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
精
神
を
受

け
継
い
で
参
り
ま
す
。

オーストラリア海外語学研修にて



（8）四日市高校　同窓会報 第76号2019年（平成31年）３月１日

四高38年度卒３年５組クラス会　2018.8.20 近鉄D.ソラナキッチン 四高42年度卒甲子園出場50周年記念同窓会　2018.4.8 大正館

四高49年度卒３年３組クラス会
2018.5.3 四日市みやび

演劇部OB会　2018.6.17 四日市プラトンホテル第18回北海道富中・四高会　2018.7.4 札幌すすきの川甚本店

上海四日市高校OB会　2018.12.10 上海孔乙己酒家第９回関東四高会　2018.12.1 三重テラス２階イベントホール

森下杯（四高卓球部OB会卓球大会）
2018.4.15 四日市あさけプラザ

四高51年度卒幹事会　2018.6.30 竹泉亭

星稜会（四高卓球部OB会）
2018.4.14 四日市みやび

通信制バス旅行　2018.6.3 花フェスタ記念公園


